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地域におけるチャレンジ・ネットワーク環境整備推進事業
事 業 計 画 書

奈 良 県都道府県

１．事業の全体像 （事業名）地域におけるチャレンジの推進
（ネットワーク等全体像）
「女性のチャレンジ支援」の推進のため、県民の意識高
揚と、県民会議等において自主的で具体的な取組に向け
て議論を高めるとともに、女性センターを中心とした情
報支援等のネットワーク化の構築。
・県民会議及び県民ミーティングでチャレンジ支援をテ
ーマとした取組の実施
・女性のチャレンジ支援ネットワーク化の構築に向けた
整備検討
・男女共同参画週間事業におけるチャレンジ支援に関す
る広報啓発
・チャレンジ支援講座の開催

（ネットワーク参加機関）
・県内の広域的な各種団体、関係機関等

（年間スケジュール）
平成１６年６月 ・第１回チャレンジ・ネットワーク化

検討会議
・男女共同参画週間事業の実施

７月 ・県民会議事業推進部会の開催
９月 ・第２回チャレンジ・ネットワーク化

検討会議
９( )月・男女共同参画県民ミーティング10
１２月 ・第３回チャレンジ・ネットワーク化

検討会議
↓

１月以降 ・チャレンジ支援講座の開催
３月 ・チャレンジサイトの運用（試行）

２．事業内容及び事業 ( )事業内容1
計画の概要 ア 男女共同参画県民ミーティング事業

女性のチャレンジ支援をテーマとした基調講演・パネ
ルディスカッションと会場参加者との意見交換

①目 標
・地域におけるチャレンジ支援
・女性の社会進出の促進
②運営組織
・県及び県民会議(県内の様々な分野で活動する広域的
な団体、一般県民(公募)、関係行政機関等で組織)
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イ 県民会議事業推進部会開催
各分野におけるポジティブアクションの推進に
向けての意見交換等
①目 標
・女性の能力活用、両立支援、登用促進に向けて現状
と課題について意見、情報の交換と企業・団体での
取り組み促進

②運営組織
・県、県民会議

ウ「女性のチャレンジ支援ネットワーク化に関する検討会」
①目 標
・女性のためのチャレンジ支援情報の一元化と具体的支
援のためのネットワーク構築

②運営組織
・ 雇用・起業 「地域等社会活動 「育児・介護支援」「 」 」
の３つの分野から、情報支援活動を行っている関係機関

エ 男女共同参画週間啓発事業
①目 標
・地域における男女共同参画の推進
・女性のチャレンジ促進
②運営組織
広く県内の各種団体に参加を呼びかけ、応募があった
団体等で県との協働による実行委員会を組織

オ チャレンジ支援講座
ＮＰＯ活動等支援のため講座の開催

①目 標
・女性の地域活動等支援
②運営組織
・県女性センターとＮＰＯとの連携協働

( )今後の課題2
・チャレンジ支援に係る関連組織の連携
・体系的な情報提供システムの整備
・チャレンジアドバイザー設置

( )その他3
３．備考

４．担当部課等 （所在地）奈良市登大路町３０番地
（部課名）奈良県生活環境部男女共同参画課
（担当者）高田尚孝



奈良県における「女性のチャレンジ支援策」について

　奈良県男女共同参画県民会議

■「男女共同参画県民会議・啓発推進部会」
　　『男女共同参画県民ミーティング』の開催
　　～テーマ「女性のチャレンジ支援」～
    基調講演
     パネルディスカッション
     会場との意見交換

■「男女共同参画県民会議・事業推進部会」
《検討テーマ》
　　～ポジティブ・アクションの推進～

＜検討事項案＞
○現状（県内の取組状況等）と課題（阻害要因等）の整理
　・女性の能力を活かす方策の検討
　・働きやすい職場環境（仕事と家庭が両立できる環境等）
　　について
　・多様な就業形態への取り組みについて　等

　

　チャレンジ拠点施設「奈良県女性センター」

■「女性のチャレンジ支援ネットワーク化に関する検討会」
の設置
《検討テーマ》
  女性センターを中心とする関係機関・団体のネットワーク構築手法
　⇒３つの分野【雇用・起業】【地域等社会活動】【育児・介護支援】
＜検討事項案＞
○各機関・団体における現状と課題・役割の整理
○ネットワークの形作りと役割分担
○相談窓口のワンストップ化を目指した各機関の情報の一元化・共有化の方策
○「女性人材情報バンク」等、収集データの活用

 

■「男女共同参画週間啓発事業」の実施
　　「女性のチャレンジ」をテーマに記念講演
　　 パネル展示、ワークショップの開催　等

■「チャレンジ支援講座」の開催
    ＮＰＯ活動支援講座

ポジティブ・アクションの推進
○研究会の開催(⑮～⑯)
○企業・団体等への取組推奨

身近なチャレンジ支援
○ネットワークの形成

○体系的な情報提供システムの整備
○モデル提示

国が示す目標値
指導的立場の女性の割合が
２０２０年までに
少なくとも３０％

１６年度

17年度以降の展開

国(内閣府)におけるスキーム

・女性センターを中心とする
ネットワーク環境整備
・各種情報と相談窓口の一元化

県の取組事項(予定）

○「(仮称)なら“女性のチャレンジ”サイト」の充実
　　身近なチャレンジモデル等情報の充実
○先進的な取組を行う企業の事例紹介（チャレンジサイト活用）
○関係機関が連携・協力した「(仮称)チャレンジ支援セミナー」の開催
○チャレンジアドバイザー設置の検討
○チャレンジ支援普及啓発事業、等

「県民会議」を核とした、企業・団体の取組事項（予定）

○性別役割分担意識の払拭（研修の実施等）
○人材育成（研修、女性の担当業務分野の拡大）
○女性職員に対する意識啓発（管理職への意欲向上）
○男女とも仕事と家庭の両立できる環境整備、
○チャレンジ支援に向けた連携・協力、等

女性の能力をもっと社会で活かすために

「上へのチャレンジ」＜指導的立場へ＞
「横へのチャレンジ」＜女性の少ない分野へ＞
「再チャレンジ」＜再度社会へ＞

「（仮称）なら“女性のチャレンジ”サイト」試行

県民ニーズ把握、関係機関の
共通認識を図り連携協力の体
制づくり、啓発事業実施、等

情報ネットワークの構築、
関係機関連携による具体的支援策
の実施、人材育成、等・・・

連　携

? チャレンジ支援イメージ図（奈良県最終版）.xlsスキーム2004/7/13(10:30)



県社会福祉協議会　　県社会教育セン
ター

ならＮＰＯプラザ　　国際交流センター
シルク財団　　自治会連合会

県地域づくり団体協議会　　県内大学
ボランティアネット（県民生活課）

県立図書館

県商工労働部　　しごとｉセンター
? 中小企業支援センター
県農業振興課
奈良労働局雇用均等室
21世紀職業財団奈良事務所
ハローワーク　　連合奈良

県中央こども家庭相談センター　健やか奈良支援財団
子育て家庭サポートセンター
ファミリー・サポート・センター　高齢者相談センター
県教育研究所家庭教育部　　市町村介護・児童担当課

働きたい・起業したい・相談したい・
スキルアップ

まちづくり参加したい・社会貢献したい・
国際貢献したい・地域で活躍したい

３市（奈良市、天理
市、生駒市）女性セン

ター

育児・教育・介護で困ったとき

県女性センター
女性のチャレンジ支援拠点

県男女共同参画課
各市町村担当課

奈良県女性センターを中心とする「チャレンジ支援ネットワーク」のイメージ

再チャレンジしたい

効果
現状
　○自分がしたいこと
　○自分に合うか
　○どこにいけばよいか
・・・がわからない

女性の能力活用による組織の活性化
女性の活躍分野の拡大
女性の指導的立場への参画

女性センターへ・・・

○各種情報の一元化
○窓口のワンストップ化
○情報提供システムの整備
　（例：専用ホームページの作成・運用等）



女性のチャレンジ支援ネットワーク化に関する検討会」「
【目 的】
女性の能力を社会で十分に活かすため、奈良県女性センターを拠点に関係行政機関や団体等を構成
メンバーとする「女性のチャレンジ支援ネットワーク」を構築する。
国のモデルをベースに、奈良県の現状を踏まえたネットワークづくりと今後の施策展開について、
有識者をアドバイザーとして交えながら、関係機関等による検討を実施。

【検討会構成案】
国のモデルに基づく３つの分野で想定される機関等から、１０～１５人程度を検討会メンバーとす
る。

分 野 想定される関係機関等＜この中からメンバーを選定＞

有 識 者 女性学、女性労働等専攻の大学教員又はキャリア関係の起業家 等

雇用・起業 しごとｉセンター、中小企業支援センター、雇用均等室、21世紀職業財団、
ハローワーク、連合奈良

地域等 社会教育センター、県社会福祉協議会、シルク財団、県立図書館、ならＮＰＯプラ
社会活動 ザ、国際交流センター、自治会連合会、県地域づくり団体連絡協議会、県内大学、

ボランティアネット（県民生活課 、）

育児・介護 県子育て家庭サポートセンター、健やか奈良支援財団、ファミリー・サポート・セ
ンター、中央こども家庭相談センター、高齢者相談センター、県教育研究所家庭教
育部、市町村介護・児童担当課、福祉人材センター

女性センタ ３市（奈良市、天理市、生駒市）女性センター、相談窓口を持つ市町村担当課、男
ー等 女共同参画課、女性センター

○開催回数 ３回程度 ○会場 県女性センター

【具体的な検討項目】
①課題整理（各機関の役割等）
各支援体制の内容・問題点を検討。共通認識を深める。
②女性センターを中心とする支援関係機関のネットワーク化構想の検討
ネットワーク化による効果的・効率的な情報提供のあり方について協議
③情報の一元化による窓口のワンストップ化などの方策
女性センターに集約される情報の効果的かつ多様な伝達の手法
各機関の情報の取扱い、提供可能範囲の検討
情報更新等ネットワーク内のルール化
④「女性人材情報バンク」等、収集データを活用したロールモデルの提示

⇒総合的な情報提供の体制の整備
さまざまなニーズを持つ女性が効率的に必要な情報を得られる体制づくり
専用ホームページによる県内行政機関・民間団体の支援情報の提供
チャレンジモデルの紹介
チャレンジ支援に関する講座の開催
相談員による支援情報の提供・アドバイス

【スケジュール案】

⑯５月 ６月 ７月 ９月 12月 １月 ３月

へ関 第 第 最第 開支チ サチ
説係 課題整理 １ 化構想 ２ 情報一元化検討 終３ 催援ャ イャネットワーク
明機 回 回 ま回 講レ トレ
関 会 会 と会 座ン 試ン
等 合 合 め合 のジ 行ジ

※随時、構成メンバー以外の機関とも調整。


